
技 

術 

情 

報 

名
古
屋
市
に
お
け
る
生
態
系
に
重
要
な
場
所
 

の
可
視
化
お
よ
び
自
然
共
生
サ
イ
ト
の
申
請
 

日
本
工
営
株
式
会
社
 
名
古
屋
支
店
 
技
術
第
二
部
 
野

嵜

弘

道

 

は
じ
め
に
 

名
古
屋
市
で
は
、
都
市
化
の
進
展
に
 

伴
い
全
市
的
に
緑
地
面
積
が
減
少
し
て
 

き
た
。
近
年
は
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
穏
 

や
か
に
な
っ
て
き
た
も
の
の
、
引
き
続
 

き
宅
地
開
発
等
に
伴
う
緑
地
の
減
少
は
 

続
い
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
名
古
屋
 

市
内
に
残
さ
れ
た
緑
地
は
市
民
の
憩
い
 

や
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
希
少
性
が
 

高
く
、
新
た
に
緑
地
を
開
発
す
る
に
あ
 

た
り
地
域
住
民
等
と
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
 

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
 

名
古
屋
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
 

踏
ま
え
て
、
名
古
屋
市
内
の
生
態
系
に
 

重
要
な
場
所
等
を
抽
出
し
、
こ
れ
ら
の
 

場
所
を
適
切
に
維
持
保
全
し
て
い
く
た
 

め
に
市
民
・
事
業
者
と
情
報
を
共
有
す
 

る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
た
。
当
社
 

で
は
、
二
〇
二
三
年
度
に
名
古
屋
市
環
 

境
局
よ
り
発
注
さ
れ
た
業
務
に
お
い
て
、
 

こ
の
取
り
組
み
に
携
わ
る
機
会
を
得
る
 

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
業
務
で
 

は
、
抽
出
さ
れ
た
生
態
系
に
重
要
な
場
 

所
の
自
然
共
生
サ
イ
ト
の
登
録
も
進
め
 

る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
 

ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
 

生
態
系
に
重
要
な
勢
所
細
 

抽
出
 

』
 

こ
の
業
務
に
お
い
て
、
生
態
系
に
重
 

要
な
場
所
は
単
に
希
少
な
生
物
の
生
 

息
・
生
育
の
有
無
だ
け
で
な
く
、
基
盤
 

と
な
る
植
生
等
の
状
況
や
、
そ
こ
で
の
 

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
の
法
的
な
位
置
 

付
け
や
維
持
管
理
の
状
況
、
保
全
活
動
 

の
有
無
等
を
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
 

と
し
た
。
岡
山
市
で
の
事
例
を
参
考
に
 

し
つ
つ
評
価
項
目
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
 

れ
の
項
目
で
五
、
三
、
 
一
点
の
い
ず
れ
 

か
の
評
点
を
与
え
、
そ
の
合
計
点
で
評
 

価
し
た
。
設
定
し
た
評
価
項
目
は
、
①
 

希
少
種
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
地
域
、
 

②
ー
③
保
護
地
域
（
文
化
財
、
自
然
環
 

境
保
全
地
域
、
風
致
地
区
、
鳥
獣
保
護
 

区
等
）
、
④
公
園
面
積
、
⑤
干
潟
・
河
 

川
緑
地
の
有
無
、
⑥
「
な
ご
や
の
緑
 

令
和
二
年
度
 
緑
の
現
況
調
査
」
 
の
樹
 

林
地
、
芝
地
・
草
地
、
農
地
、
河
川
・
 

た
め
池
の
区
分
、
⑦
重
要
里
地
里
山
、
 

湿
地
、
湧
水
地
・
湧
水
涵
養
域
の
有
無
、
 

⑧
植
生
自
然
度
（
自
然
度
九
以
上
）
、
 

⑨
小
規
模
で
独
立
し
た
緑
地
等
、
⑩
さ
 

と
や
ま
指
数
（
〇
・
四
以
上
）
、
⑩
保
 

全
活
動
・
環
境
学
習
ェ
リ
ア
（
活
動
団
 

体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
把
握
）
、
⑩
 

人
口
集
中
地
区
内
の
緑
地
、
で
あ
る
。
 

多
様
な
項
目
で
評
価
を
行
っ
た
た
め
、
 

そ
の
根
拠
と
し
た
デ
ー
タ
は
現
実
の
面
 

的
な
ま
と
ま
り
を
反
映
し
た
も
の
や
、
 

ポ
イ
ン
ト
・
デ
 

ー
タ
、
基
準
メ
 

ッ
シ
ュ
等
の
格
 

子
状
の
も
の
、
 

地
名
の
み
で
生
 

息
情
報
が
記
載
 

さ
れ
た
も
の
等
 

の
さ
ま
ざ
ま
な
 

形
態
の
も
の
が
 

含
ま
れ
て
い
た
。
 

こ
の
よ
、
つ
な
多
 

.
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ユ
 

一
 
■
 

評価頃目 

I 
，希少糧が’く確’されて‘る地雄 I -a sg *情Ii唇 

■ 

トA 範鵬血協1．以上 
1祖確算 

トC ．軸線虹倶 

贈監盟豊」”“,.a量．3 ，獣押，2 評価対像に麟当 
区【”別円●．区） 市1●建文化叶 

■N9 *(8!4fl
)4:911511 4l zIam sai地Esi 

，公・西精 

■干渇・ 

河川繰地 

I 
'B 乏地・庫地 

「なごやの“ 令和2年虚 繰の翼況． 

畳」での馴井地 芝地・革地 量地 耳 

－ため池 

3 評価対卑に航当 

' 

】 

重長且地量山,，地，澗水地・ 
溝水■墨域 

‘一D 河川・ため池 

叫価対象に謙当 
7 

漁水酒畳軍と権定される雁囲 

■植生自鱗農（自燃崖9 -iS ) 8 叫価対象に議当 

■小餌隣で独立した線地等 

9 評価対卑に醸当 

■詰讐讐0・,嚇‘II。‘IJm」、rm IS ・覇飼象に麟当 
皿保全活助・環境学・エりア ii 秤価対象に撃当 

■人口編中地区91115 埔区）円の繰均 12 評価糾傘に“ 

様
な
デ
ー
タ
を
統
一
的
に
扱
う
た
め
に
、
 

四
分
の
一
地
域
メ
ッ
シ
ュ
（
約
二
五
〇
 

m
四
方
）
単
位
で
の
評
価
を
行
っ
た
。
 

調
査
項
目
ご
と
の
評
点
の
与
え
方
は
、
 

後
述
す
る
有
識
者
検
討
会
で
の
意
見
を
 

踏
ま
え
て
調
整
し
、
市
内
の
五
五
二
〇
 

メ
ッ
シ
ュ
を
そ
れ
ぞ
れ
評
価
し
た
上
で
、
 

上
位
約
一
〇
％
の
メ
ッ
シ
ュ
を
「
特
に
 

重
要
な
場
所
」
と
し
た
。
 

な
お
、
生
物
の
生
息
・
生
育
情
報
は
 

幅
広
く
収
集
し
た
が
、
標
本
も
し
く
は
 

文
献
か
ら
の
情
報
で
は
一
七
世
紀
等
の
 

か
な
り
古
い
も
の
が
あ
り
、
現
在
の
生
 

息
・
生
育
状
況
と
は
乖
離
し
て
い
る
も
 

の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
評
価
に
あ
た
っ
 

て
は
、
最
近
一
〇
年
間
の
生
息
・
生
育
 

情
報
の
み
を
対
象
と
し
て
、
今
後
は
適
 

宜
情
報
の
更
新
を
行
い
、
評
価
を
改
め
 

て
い
く
こ
と
と
し
た
。
 

評価項目・基準 
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生
態
系
に
重
要
な
場
所
等
の
 

「
見
え
る
」
化
 

生
態
系
に
重
要
な
場
所
等
の
情
報
は
、
 

当
初
よ
り
市
民
・
事
業
者
と
共
有
す
る
 

た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
広
 

く
公
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
公
開
 

し
た
場
合
の
利
用
の
さ
れ
方
を
考
慮
し
 

つ
つ
、
有
識
者
検
討
会
で
の
助
言
や
意
 

見
を
得
な
が
ら
公
開
方
法
等
を
検
討
し
 

た
。
運
用
し
た
場
合
の
土
地
活
用
や
環
 

境
保
全
へ
の
効
果
等
を
考
慮
す
る
た
め
、
 

有
識
者
検
討
会
は
生
態
系
に
関
わ
る
学
 

識
者
の
ほ
か
、
愛
知
県
の
関
係
部
署
、
 

開
発
事
業
者
、
不
動
産
鑑
定
士
、
弁
護
 

士
等
か
ら
構
成
し
た
。
 

有
識
者
検
討
会
で
は
、
条
例
等
で
規
 

制
す
る
の
で
は
な
く
、
土
地
所
有
者
や
 

保
全
に
携
わ
る
団
体
、
土
地
の
開
発
事
 

業
者
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
な
か
で
自
 

然
環
境
の
保
全
へ
の
自
主
的
な
取
り
組
み
 

を
促
す
観
点
か
ら
、
場
の
評
価
と
し
て
 

ど
の
よ
う
な
要
素
が
必
要
か
、
希
少
な
 

植
物
の
盗
掘
等
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
 

生
息
・
生
育
情
報
等
の
公
開
の
レ
ベ
ル
や
 

公
開
方
法
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
生
態
 

系
に
重
要
な
場
所
の
情
報
を
公
開
し
た
 

場
合
の
土
地
売
買
、
価
格
へ
の
影
響
を
与
 

え
る
こ
と
は
な
い
か
等
の
多
く
の
観
点
か
 

ら
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
検
討
 

を
踏
ま
え
、
メ
ッ
シ
ュ
単
位
で
の
評
価
結
 

果
を
W
e
b

マ
ッ
プ
と
し
て
公
開
し
、
開
 

発
事
業
者
等
か
ら
さ
ら
に
名
古
屋
市
へ
 

の
問
い
合
せ
が
あ
れ
ば
、
窓
口
に
て
よ
り
 

詳
細
な
評
価
内
容
や
そ
の
場
所
の
希
少
 

種
や
保
全
活
動
等
の
情
報
を
開
示
す
る
 

こ
と
と
し
た
。
実
際
に
、
こ
の
成
果
は
一
一
 

〇
二
四
年
七
月
一
九
日
か
ら
「
名
古
屋
市
 

開発・不動産事業等に関わる 

事雄者の皆さまノ、 

名古屋市内 

ち 
希少軸が生，・生，している掌ど生，多巖性保全上の重要なユリアを把昌することか 

で’事すっ 

開発事業等をこ検討の際にぜひこ活用ください！ 

.，鳳全二ご．,，二肩 
''e；「’に，■＝エリ 

,
 

,
 

胃■“．aに”凡”‘」I 

' 

■ 
主牟評価項目 

g 希り●加生鳳か確麗された g 保全活颱が異施されている 

g 樹林地、公■など緑の現況 “ど 

”プ~ 
~＝＜奮冒“ 

名古屋市内の生物多様性重要ェリアマップ 

内
の
生
物
多
 

様
性
重
要
ェ
 

リ
ア
マ
ッ
プ
」
 

(
h
t
t
p
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甘
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ロ
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n
a
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o
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「
か
叫
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『
m

ー
 

ゲ
ユ
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a
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\) 

と
し
て
公
開
 

さ
れ
て
い
る
。
 

自
然
共
生
サ
イ
ト
の
嘱
申
い
 

生
態
系
に
重
要
な
場
所
等
の
検
討
結
 

果
等
を
も
と
に
、
名
古
屋
市
が
所
管
す
 

る
公
園
・
緑
地
の
な
か
か
ら
自
然
共
生
 

サ
イ
ト
（
O
E
c
M
）
の
申
請
候
補
地
 

と
し
て
六
カ
所
を
選
定
し
た
。
こ
の
う
 

ち
の
ー
カ
所
、
東
山
動
植
物
園
を
含
む
 

丘
陵
地
一
帯
に
つ
い
て
申
請
を
行
い
、
「
な
 

ご
や
東
山
の
森
」
と
し
て
令
和
五
年
度
 

後
期
に
認
定
さ
れ
た
。
 

な
お
、
東
山
動
植
物
園
を
含
む
丘
陵
 

地
一
帯
は
、
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
 

る
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
す
べ
て
が
市
有
 

地
と
い
 

、
つ
わ
け
 

で
は
な
 

く
、
借
 

り
受
け
 

た
民
有
 

地
等
も
 

含
ま
れ
 

て
い
た
。
 

自
然
共
 

生
サ
イ
 

ト
の
申
 

請
に
あ
 

た
っ
て
 

は
土
地
 
Pにけ叫」lm 、り ・ I ,- ＃にや車山の良 ・宿 ，和“名古” 

‘斯 

面通 28S.7ha 

，知県名古鳳市（干．区，名車区、天白区｝ 

剖叫目的 自偏のすばらしさや大切さモ体贈、“Tるとともに、 
市民の操．なニーズに対応した峯しみをI’供するフイー 

ルドとすることで、 「人と自鶴をつなぐ叫プ楢」に生． 

れ賢わることを目報とTる． 

サイト価曹 名古●市果’の丘隈地に位’し,用町こ欄林が運なる田 

■的400hョ(車山勘晒物国(t)6ah.）含む）の瞬●が「なご 
や東山のロ」である．りたらか雄丘”大半が謝林で・ 

われ．水辺や忍．が‘i在し．多帳な“‘鞠J」‘生息・生育 

している．区域円は．2つの柳市公■（平和公．．庫山 

畑〉で●成され，モの中に5つのテーマのロいいわ 

の鳳 くらしの量‘ふ11あいの様．‘切ちのロ‘うるお 
いの碑〕が皿足され、それぞれの柿酬こ応じて侃全及び 

利用されている． 
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 哩豊’奮； 

ー” ， " 

J ,ンー~・’ 

ジ 
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なごや車山の轟（車山スカイタワーから鵬） 

自然共生サイト（OECM）の登録 

所
有
者
の
同
意
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
 

今
回
の
申
請
で
は
主
に
市
有
地
を
対
象
 

範
囲
と
し
た
。
 

ま
た
、
他
の
五
カ
所
に
つ
い
て
も
、
 

申
請
に
必
要
な
対
象
地
の
面
積
や
植
生
 

状
況
、
生
物
の
生
息
・
生
育
情
報
等
を
 

整
理
し
た
。
 

お
わ
り
に
 

こ
の
取
り
組
み
で
、
名
古
屋
市
内
で
 

生
態
系
に
重
要
な
場
所
を
「
見
え
る
 

化
」
し
て
、
そ
の
情
報
を
共
有
す
る
枠
 

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
 

取
り
組
み
で
、
名
古
屋
市
内
で
生
物
多
 

様
性
の
保
全
上
大
事
な
場
所
が
広
く
市
 

民
・
事
業
者
に
認
識
さ
れ
る
と
考
え
ら
 

れ
る
。
ま
た
、
こ
の
枠
組
み
を
活
用
す
 

る
こ
と
で
、
例
え
ば
名
古
屋
市
内
で
開
 

発
を
行
う
場
合
に
自
然
環
境
に
配
慮
す
 

る
必
要
性
e
高
さ
が
事
前
に
把
握
で
き
、
 

十
分
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
可
能
に
な
 

る
と
期
待
さ
れ
る
。
 

野
寄
 
弘
道
●
の
ざ
き
 
ひ
ろ
み
ち
 

日
本
工
営
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
技
術
第
一
一
 

部
 
部
長
補
佐
。
一
九
九
八
年
筑
波
大
学
大
 

学
院
環
境
科
学
研
究
科
環
境
科
学
 
修
士
課
 

程
修
了
。
技
術
士
（
総
合
技
術
監
理
部
門
、
 

建
設
部
門
、
環
境
部
門
）
。
自
然
環
境
の
調
 

査
お
よ
び
保
全
対
策
の
検
討
、
環
境
に
関
わ
 

る
計
画
の
作
成
等
の
業
務
に
携
わ
る
。
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